
 

安倍首相「憲法審の改正議論の深化を!」 
年末迄に憲法改正賛同者拡大(自主目標30万)を達成しよう！ 
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熊

本

大

震

災

の

被

災

者

の

方

々

に

心

よ

り

お

見

舞

い

申

し

あ

げ

ま

す

。 

三

笠

宮

殿

下

の

薨

去

に

心

よ

り

哀

悼

の

意

を

表

し

ま

す

。 

九
月
十
五

日

（
木

）
、

「
敬
老
の
日
」

制
定
五
十
周

年
記
念
式
典

が
、
発
祥
の

ま
ち
多
可
町

の
ベ
ル
デ
ィ
ホ

ー
ル
で
行
わ

れ
ま
し
た
。 

 

西
脇
市
と

多
可
町
の
境

附
近
（
北
播

磨
支
部
事
務

所
前
）
で
、
秋

篠
宮
同
妃
両

殿
下
の
奉
迎

の
た
め
に
横

幕
と
日
の
丸

の
小
旗
を
持

っ
た
日
本
会

議
北
播
磨
支

部
会
員
や
地

元
有
志
の
皆

さ
ん
と
と
も

に
お
通
り
を
待
ち
ま

し
た
。 

 

や
が
て
、
両
殿
下
の

車
列
が
見
え
、
ス
ピ
ー

ド
を
落
と
し
、
窓
を
開

け
て
両
殿
下
が
奉
迎
の
列
に

向
か
っ
て
お
手
を
振
っ
て
下

さ
い
ま
し
た
。
あ
っ
と
い
う

間
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
皆
、
感

動
の
一
瞬
で
し
た
。
多
可
町

内
で
も
各
所
に
多
く
の
人
が

日
の
丸
の
小
旗
で
両
殿
下

を
お
迎
え
し
ま
し
た
。 

 

式
典
は
午
後
１
時
開
式
。

井
戸
知
事
の
先
導
で
両
殿

下
が
式
場
に
お
出
ま
し
に

な
る
と
出
席
者
は
大
き
な

拍
手
で
お
迎
え
し
ま
し
た
。 

 

井
戸
知
事
、
戸
田
多
可
町

長
の
挨
拶
の
あ
と
、
秋
篠
宮

殿
下
が
「
敬
老
の
精
神
を
次

の
世
代
へ
」
と
お
言
葉
を
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。 

お
帰
り
の
際
も
、
同
場
所

で
お
見
送
り
し
ま
し
た
。
車

も
徐
行
さ
れ
、
手
を
振
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。  

 

（文
責
：北
播
磨
支
部 

 
 

 
 

 
 

運
営
委
員
長 

河
原
淳
） 

去
る
九
月
十
八
日
、
東

播
磨
支
部
に
て
総
会
お
よ

び
記
念
講
演
と
し
て
西
村

幸
祐
氏
の
「
日
本
人
に
『
憲

法
』
は
い
ら
な
い
」
が
行
わ
れ

た
が
、
今
回
は
好
評
だ
っ
た

氏
の
ブ
ロ
グ
や
精
力
的
に

発
信
さ
れ
て
い
る
ネ
ッ
ト

放
送
局
お
よ
び
ご
著
書
の

ご
紹
介
を
さ
せ
て
頂
き
、

ご
覧
に
な
れ
る
方
は
そ
ち

ら
を
み
て
頂
き
た
い
。 

  

氏
は
ブ
ロ
グ
の
中
で
、 

バ
イ
デ
ン
副
大
統
領

「
日
本
の
憲
法
は
、
日
本

に
核
保
有
さ
せ
な
い
よ
う

に
我
々
が
作
っ
た
」 

 
 
 
 

今
年
の
八
月
十
五
日
に

米
国
副
大
統
領
は
こ
う
言

っ
た
。
日
本
を
封
じ
込
め
、

属
国
に
し
て
お
く
た
め

だ
。  

日
本
に
は
「
改
憲
派
」

と
「
護
憲
派
」
と
い
う
勢

力
が
対
立
し
て
い
る
。
だ

が
、
そ
れ
こ
そ
が
異
常
な

事
態
で
あ
る
。
ま
ず
、
そ

の
思
考
の
枠
組
み
を
壊
す

こ
と
か
ら
始
め
な
い
と
、

憲
法
を
自
由
に
語
れ
な

い
。
そ
ん
な
こ
と
を
本
書

で
知
っ
て
も
ら
い
た
い
、

と
述
べ
て
い
る
。 

 

ま
た
、
同
書
の
冒
頭
、

「
前
文
ば
か
り
で
は
な
い

、
当
用
憲
法
の
各
条
項
は

す
べ
て
同
様
の
死
文
の
堆

積
で
す
。
こ
ん
な
も
の
を

信
じ
た
り
、
有
り
難
が
っ

た
り
す
る
人
は
左
右
を
問

わ
ず
信
じ
る

気
に
は
な
れ

ま
せ
ん
。
」(

福
田
恒
存
「
当

用
憲
法
論
」) 

を
掲
げ
て
い

る
。(

編
集
部) 

 

 

西
村
幸
祐
氏
「
日
本
人
に 

「
憲
法
」
は
要
ら
な
い
」 

の
ご
紹
介 
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考
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憲
法
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ 

 

百
地
章
氏
・
銀
シ
ャ
リ
（
お

笑
い
芸
人
）
・
吉
木
誉
絵
氏 

  

□ ９月１３日（火） 阪神北支部総会・学習会 ピピアめふ５階Ａ会議室 偏向教育 □ ９月１８日（日） 東播磨支部講演会 
西村幸祐氏 「日本人に『憲法』はいらない」 日岡神社参集殿 □ 〔参考〕９月１８日（日） ＪＣ兵庫憲法タウンミーティング  

神戸大出光佐三ホール ゲスト/百地章氏 ・銀しゃり（お笑い芸人）・吉木誉絵氏 □１０月２１日（金） 淡路島支部 
「全國戰没學徒追悼祭」 若人の広場  □１０月２９日（土） 日本会議兵庫摂丹支部主催「日本の誇りセミナー」 多久善郎氏「永遠の武士道」 三田市駅前一番館  
□１０月３０日（日） ［後援］兵庫祖青の会主催 神戸本住吉神社社務所 □１０月３１日（月）午後 日本会議近畿ブロック大会 
ホテルグランビア和歌山  □１１月２日（水） 姫路護國神社秋季慰霊大祭 ／ ６日（日） 神戸護国神社秋
季慰霊大祭 □１１月３日（祝） 神戸護国神社清掃奉仕活動 お茶とおむすび    以 上 終 了 
■１１月１９日（土）１８時～【共催】イージス護衛艦あたご後援会 西宮・なでしこ大ホール 自衛艦隊司令官 道家一成元海将 潜水艦隊司令官 中尾誠三(元)海将 

会費五千円  申込 １１月１１日必着 j-maenaka@cosmos.ocn.ne.jp  FAX 078-903-2118 
■１１月２３日（祝・水）１４時 憲法ﾀウンミーティング in 神戸 兵庫県中央労働センター（３００名）参加費千円 

コーディネータ/松岡篤志氏 パネリスト/谷 公一氏・杉田水脈氏・長谷川司氏・有本明弘氏 

kenpoukaiseihyogo@gmail.com FAX 078-411-7388 （前回案内の１１月１３日より日時、会場が変更になりました。） 

■ ２月１１日（祝・土） ９ 時～ 建国記念の日を祝う会 姫路会場  白鷺宮・姫路護國神社 講演企画中 祭典  
１３ 時～ 同祝う会神戸会場 けんみんホール 講演 占部賢志先生(中村学園) 音楽隊（予定）式典・パレード 

 

「
美
し
い
日
本
の
憲
法
を
つ

く
る
兵
庫
県
民
の
会
」
に
ご

協
力
い
た
だ
く
日
本
青
年

協
議
会
（
Ｊ
Ｃ
）
近
畿
地
区

兵
庫
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
主
催

の
憲
法
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
が
九
月
十
八
日
神
戸

大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
出

光
佐
三
記
念
六
甲
大
講
堂

に
て
開
催
。 

由
緒
あ
る
会
場
に
て
、

小
雨
の
天
候
な
が
ら
Ｊ
Ｃ

関
係
者
を
中
心
に
青
年
層

が
約
三
百
名
集
ま
り
、
Ｊ

Ｃ
ら
し
い
伸
び
伸
び
と
意

見
が
闊
達
に
飛
び
交
う
会

が
実
現
し
た
。 

ゲ
ス
ト
が
、
憲
法
学
者
百

地
章
氏
に
、
人
気
お
笑
い
芸

人
の
銀
シ
ャ
リ
、
神
職
資
格

を
持
ち
古
事
記
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
曲
を
パ
リ
で
公
演
し
、
女

優
、
「
朝
ま
で
生
テ
レ
ビ
」
に

出
演
す
る
な
ど
マ
ル
チ
な
活

躍
の
若
手
吉
木
誉
絵
氏
が

出
演
。
憲
法
に
予
備
知
識
の

な
い
素
人
代
表
と
し
て
の
銀

シ
ャ
リ
の
ア
ド
リ
ブ
ト
ー
ク

や
素
朴
な
質
問
に
会
場
は

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
空
気
で
議

論
が
進
め
ら
れ
た
。 

銀
シ
ャ
リ
の
「
そ
も
そ
も

戦
後
七
十
年
も
経
つ
の
に
、

い
つ
ま
で
僕
ら
の
時
代
に
な

っ
て
も
戦
後
が
続
く
ん
で
す

か
？
」
と
の
質
問
に
、
吉
木

氏
が
「
私
た
ち
の
手
で
憲
法

を
改
正
す
る
時
、
戦
後
が

終
わ
る
ん
で
す
。
」
と
の
や

り
と
り
。
三
十
代
の
両
者
が

今
、
現
行
憲
法
に
向
き
合

う
姿
が
真
っ
直
ぐ
に
本
質
を

突
き
、
印
象
的
だ
っ
た
。 

な
お
、
参
加
者
の
方
か
ら

百
田
尚
樹
氏
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
上
映

協
力
金
十
五
口
を
頂
い
た
。 

（事
務
局
・Ｓ
） 

お
知
ら
せ 

  

憲
法
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

in

神
戸 

日
時 

十
一
月
二
十
三
日

（祝
）午
後
二
時
～ 

 

兵
庫
県
中
央
労
働
セ
ン
タ
ー 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

松
岡
篤
志
氏
（
憲
法
を
つ
く
る
会
） 

登
壇
者 

谷 

公
一
氏
（衆
議
院
議
員 

） 
杉
田
水
脈
氏(

元
衆
議
院
議
員 

決
定) 

長
谷
川
司
氏
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
研
究
会 

決
定
） 

有
本
明
弘
氏
（
拉
致
被
害
者
の
会
） 

 

建
国
記
念
の
日
を
祝
う
会 

二
月
十
一
日
（祝
）十
三
時 

過
ぎ 

神
戸
会
場 
講
師
に 

 

占
部
賢
志
先
生
が
決
定 

式
典
・
パ
レ
ー
ド
等
を
企
画
中 

姫
路
会
場 

午
前
九
時
～ 

講
演
企
画
中 

建
国
祭 

編
集
後
記 

九
月
三
十
日

放
送
の
「
朝
ま

で
生
テ
レ
ビ
」

は
「
天
皇
」
が

テ
ー
マ
。 

八
月
の
今
上

天
皇
陛
下
の

い
わ
ゆ
る
生

前
譲
位
会
見

を
受
け
、
皇
室

典
範
、
現
行
憲

法
の
問
題
点

を
論
議
。
占
領

時
下
の
現
行

憲
法
の
成
立

過
程
の
共
有
、

ま
た
、
憲
法
上

の
民
主
主
義

の
概
念
と
古

来
か
ら
永
続

す
る
日
本
の

皇
室
を
現
行

憲
法
で
内
包

す
る
に
は
齟

齬
が
生
じ
る
、

と
い
う
共
有

が
一
致
し
た

の
が
印
象
的

だ
っ
た
。
こ
れ

ま
で
の
保
守

論
客
を
左
派

論
客
が
圧
す

る
お
決
ま
り

シ
ナ
リ
オ
で

は
な
い
。
偏
向

な
き
議
論
番

組
に
な
り
つ

つ
あ
る
か
。 

(

事
務
局
・
Ｓ) 

十
一
月
以
降
の
日
本
会
議
関
係
行
事 

mailto:j-maenaka@cosmos.ocn.ne.jp
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快
晴
の
好
天
に
惠
ま
れ
、

十
月
二
十
一
日
の
午
前
、

戰
歿
學
徒
記
念
「
若
人
の

廣
場
」
（
南
あ
わ
じ
市
阿

万
大
見
山
）
に
於
い
て
、

全
國
戰
歿
學
徒
追
悼
祭
が

齋
行
さ
れ
た
。
大
東
亜
戰

爭
で
戰
地
又
は
軍
需
工
場

等
に
動
員
さ
れ
亡
く
な
ら

れ
た
、
二
十
萬
人
余
の
學

徒
の
御
靈
を
慰
靈
す
る
た

め
建
立
さ
れ
た
同
廣
場
に

て
、
終
戰
五
十
年
を
迎
へ

た
平
成
七
年
か
ら
齋
行
さ

れ
今
年
で
二
十
二
回
目
と

な
る
。
昭
和
十
八
年
十
月

二
十
一
日
に
東
京
・
明
治

神
宮
外
苑
陸
上
競
技
場
で

出
陣
學
徒
壮
行
會
が
開
催

さ
れ
た
故
事
に
因
ん
で
、

毎
年
十
月
二
十
一
日
に
開

催
し
て
ゐ
る
。 

諸
般
の
事
情
に
よ
り
平

成
七
年
よ
り
閉
鎖
さ
れ
て

ゐ
た
「
若
人
の
廣
場
」
は
、

荒
廃
を
極
め
大
変
憂
慮

さ
れ
る
状
況
が
長
く
續

い
た
が
、
南
あ
わ
じ
市
並

び
に
兵
庫
縣
を
始
め
復

興
を
願
ふ
方
々
の
ご
努

力
に
よ
り
、
昨
年
の
三
月

十
五
日
に
都
市
公
園
と

し
て
再
開
さ
れ
て
二
年

目
を
迎
へ
て
ゐ
る
。 

追
悼
祭
で
は
近
畿
各
地

よ
り
參
加
し
た
靑
年
神
職

が
祭
典
を
奉
仕
し
、
永
田

秀
一
會
長
と
兵
庫
縣
知
事

（
代
理
）
が
追
悼
文
を
奉

讀
し
、
海
上
自
衛
隊
徳
島

教
育
航
空
群
徳
島
航
空
基

地
喇
叭
隊
の
「
悲
し
み
の

譜
」
「
國
の
鎭
め
」
「
水
漬

く
屍
」
三
曲
が
吹
奏
さ
れ

た
。
次
い
で
山
口
縣
・
朝

田
神
社
宮
成
眞
澄
權
禰
宜

と
森
重
香
菜
美
さ
ん
に
よ

る
、
香
淳
皇
后
よ
り
賜
は

っ
た
御
歌
に
よ
る
「
み
た

ま
慰
め
の
二
人
舞
」
を
奉

奏
、
尼
崎
市
・
福
田
寺
槇

尾
亮
順
住
職
他
に
よ
る
般

若
心
經
讀
經
、
キ
リ
ス
ト

の
幕
屋
の
方
々
に
よ
る
讃

美
歌
「
わ
が
や
ま
と
の
く

に
」「
海
ゆ
か
ば
」
奉
唱
な

ど
、
教
義
宗
派
を
超
へ
多

く
の
ご
來
賓
の
方
々
を
迎

へ
て
、
總
勢
二
三
〇
名
も

の
參
列
に
よ
り
嚴
粛
裡
に

齋
了
さ
れ
た
。 

齋
了
後
、
毎
年
祭
典
を

ご
奉
仕
戴
く
神
道
靑
年
會

を
代
表
し
て
神
道
靑
年
全

國
協
議
會
の
長
友
安
隆
會

長
と
、
第
一
回
の
追
悼
祭

か
ら
有
志
と
し
て
ご
協
力

を
戴
く
、
現
一
般
財
団
法

人
淡
路
島
く
に
う
み
協
会

の
瀧
川
好
美
理
事
長
に
地

元
を
代
表
し
て
の
挨
拶
が

あ
っ
た
。
宮
崎
縣
・
青
島

神
社
宮
司
で
あ
る
長
友
安

隆
會
長
は
「
昨
年
も
參
列

さ
せ
て
戴
き
、
皆
様
の
ご

努
力
に
よ
っ
て
、
荒
廃
し

長
く
閉
鎖
さ
れ
て
い
た
若

人
の
廣
場
が
、
こ
の
よ
う

に
復
興
す
る
こ
と
が
出
來

た
の
は
『
麗
し
き
現
代
の

奇
蹟
』
だ
と
ご
挨
拶
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

今
年
の
四
月
に
熊
本
地
震

に
て
被
災
し
た

熊
本
城
の
城
壁

も
、
必
ず
や
こ

の
若
人
の
廣
場

の
石
垣
の
様
に

復
興
を
迎
へ
る

こ
と
で
あ
ろ
う

と
、
こ
こ
に
參

列
さ
せ
て
戴
き

確
信
致
し
ま
し

た
。
」
と
語
り
、

平
成
二
十
年
に

九
州
地
區
の
神

道
青
年
會
が
荒

廃
し
た
廣
場
の

現
状
を
憂
ひ
、

同
廣
場
の
ペ
ン

先
の
慰
霊
塔
の

前
で
慰
霊
祭
を
齋
行
し
た

が
、
そ
の
慰
霊
祭
の
齋
行

を
當
時
指
揮
し
た
長
友
會

長
は
、
當
時
の
こ
と
を
回

想
し
な
が
ら
「
新
た
に
生

ま
れ
変
わ
っ
た
廣
場
に
て
、

熊
本
地
震
の
復
興
を
あ
は

せ
て
御
靈
に
祈
念
し
た
。」

と
述
べ
ら
れ
た
。 

式
典
の
後
、
ホ
テ
ル
ニ

ュ
ー
ア
ワ
ジ
・
プ
ラ
ザ
淡

路
島
に
會
場
を
移
し
て
總

會
を
開
催
。
今
迄
で
最
多

の
一
八
〇
名
余
り
の
參
加

者
で
會
場
は
滿
席
と
な
っ

た
。
明
年
の
第
二
十
三
回

追
悼
祭
を
縁
故
の
日
で
あ

る
平
成
二
十
九
年
十
月
二

十
一
日
（
土
）
に
齋
行
す

る
こ
と
な
ど
を
採
択
し
、

日
本
會
議
三
木
英
一
會
長

の
發
声
に
よ
り
參
加
者
一

同
で
學
徒
の
御
靈
に
献
盃

を
行
っ
た
。 

今
年
も
多
く
の
有
志
が

相
集
ひ
、
そ
の
輪
は
大
き

く
擴
が
っ
た
。
「
行
く
末

の
礎
と
な
ら
ん
」
と
散
華

さ
れ
た
學
徒
の
御
靈
を
追

悼
し
、
平
和
の
う
ち
に
暮

ら
し
て
ゆ
け
る
こ
と
に
感

謝
し
つ
つ
、
さ
ら
な
る
平

和
を
希
求
す
る
こ
と
を
誓

ひ
盃
を
あ
げ
た
。
今
後
も

追
悼
の
儀
式
を
継
續
す
る

こ
と
が
今
に
生
か
し
生
か

さ
れ
る
者
た
ち
に
与
へ
ら

れ
た
責
務
で
あ
り
、
永
遠

の
祈
り
の
場
と
す
る
こ
と

を
御
靈
前
に
お
誓
ひ
し
散

會
し
た
。 

第
二
十
二
回
全
國

戰
歿
學
徒
追
悼
祭

齋
行 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

全
國
戰
歿
學
徒
を
追
悼
す
る
會 
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多
久
善
郎
氏
講
演
会 

 

日
本
の
誇
り
セ
ミ
ナ
ー
「
永
遠

の
武
士
道
」
語
り
伝
え
た
い
日

本
人
の
生
き
方 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

去
る
十
月
十
五
日
、
「
第
二

十
八
回
住
生
活
月
間
中
央
イ

ベ
ン
ト
ス
ー
パ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
フ
ェ

アin

兵
庫
合
同
記
念
式
典
」に

ご
臨
席
お
よ
び
ご
視
察
の
た
め
、

高
円
宮
妃
殿
下
が
、
兵
庫
県

に
御
成
り
に
な
り
ま
し
た
。 

 

国
土
交
通
省
で
は
、
国
民
の

住
意
識
の
向
上
を
図
り
、
豊
か

な
住
生
活
を
実
現
す
る
た
め
、

毎
年
度
十
月
を
「住
生
活
月

間
」
と
定
め
て
総
合
的
な
啓
発

活
動
を
展
開
。
官
民
協
力
の

下
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
住
宅
フ
ェ

ア
等
を
通
じ
て
国
民
の
住
生

活
の
向
上
に
役
立
つ
様
々
な

情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。 

 
 

妃
殿
下
に
は
、
十
四
日

に
ま
ず
、
東
灘
小
学
校
、
竹

中
大
道
具
館
を
ご
視
察
に

な
り
、
翌
十
五
日
、
上
記
式

典
に
ご
臨
席
に
な
り
ま
し
た
。 

 

東
灘
小
学
校
前
で
は
、
の
べ

四
十
名
ほ
ど
で
、
日
の
丸
小
旗

奉
迎
を
行
い
ま
し
た
。
笑
顔
で

手
を
お
振
り
に
な
る
殿
下
の

お
車
が
、
通
り
す
ぎ
る
と
、
さ

っ
と
さ
わ
や
か
な
空
気
に
変
わ

っ
た
感
じ
が
し
ま
し
た
。 

 

翌
日
の
新
聞
で
は
、
東
灘
小

学
校
で
、
住
宅
と
地
震
に
つ
い

て
の
授
業
を
ご
覧
に
な
ら
れ
た

と
の
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

そ
の
二
週
間
後
、
三
笠
宮
殿

下
の
薨
去
の
悲
し
い
お
知
ら
せ

が
あ
り
、
県
庁
に
連
絡
し
ま
し

た
が
、
記
帳
は
京
都
で
と
言
わ

れ
ま
し
た
。 

宮
様
の
扱
い
に
つ

い
て
疑
問
の
残
る
対
応
を
感
じ

て
複
雑
な
思
い
と
な
り
ま
し

た
。 

 

去
る
十
月
三
十
日
、
三
十
一

日
と
、
三
田
市
、
神
戸
市
東
灘

（住
吉
）
で
、
多
久
善
郎
氏
の
講

演
会
「
日
本
の
誇
り
セ
ミ
ナ

ー
」（
永
遠
の
武
士
道
）―
語
り

伝
え
た
い
日
本
人
の
生
き
方

―
が
開
催
さ
れ
た
。 

 

自
身
の
大
学
時
代
の
頃
、
吉

田
松
陰
先
生
の
書
に
出
会
い
、

立
志
、
大
学
闘
争
、
武
士
道
、

先
人
に
学
び
つ
つ
、
四
十
年
の

求
道
の
中
で
、
折
々
に
学
ん
だ

宮
本
武
蔵
、
多
く
の
先
人
、
ま

た
烈
婦
の
生
き
様
と
言
葉
を

自
ら
纏
め
た
書
を
引
用
し
な

が
ら
、
講
演
が
な
さ
れ
た
。 

 

参
加
者
は
、
講
師
の
言
葉
と
、

歴
史
人
物
、
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ

の
人
生
を
重
ね
合
わ
せ
か
の
よ

う
に
、
熱
心
に
話
に
聞
き
入
っ

て
い
た
。
（
「
永
遠
の
武
士
道
」

（
明
成
社 

定
価
千
八
百
円
＋

税
）） 

高
円
宮
妃
殿
下
奉
迎 

 
 

 

日
本
会
議
兵
庫
神
戸
支
部(

準)  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


